


県立近代美術館収蔵美術昂紹介固

「貧しき食事J(銅版画)

ノfブ?ロ・ピカソ作

(1904年)

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
は
、
一
八
八
一
年

ス
ペ
イ
ン
の
マ
ラ
ガ
市
に
生
れ
ま
し

た
。
彼
の
父
は
工
芸
学
校
の
図
画
教

師
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
三

歳
だ
っ
た
ピ
カ
ソ
の
デ
ッ
サ
ン
が
、

あ
ま
り
に
も
素
晴
し
か
っ
た
た
め

自
分
は
絵
を
描
く
こ
と
を
止
め
、
パ

レ
ッ
ト
や
絵
具
を
全
て
ピ
カ
ソ
に
与

え
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ

の
こ
と
は
、
ピ
カ
ソ
の
天
与
の
才
能

を
よ
く
示
し
た
も
の
で
す
が
、
事
実
、

十
七
、

八
歳
頃
の
ピ
カ
ソ
の
作
品
を

み
る
と
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
画
家

を最重視“十分な収入"

46.3センチX37.7センチ

と
し
て
す
十
れ
た
才
能
を
示
し
て
い

た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

一
九

O
O年
、
パ
リ
に
出
た
ピ
カ

ソ
は
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、

し
き
食
事
」
を
描
い
た

一
九

O
O年

頃
は
、
ピ
カ
ソ
の
〈
青
い
時
代
〉
と

ュ
l
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
(
超
現
実
主
義
)

の
運
動
に
参
加
し
ま
す
が
、
こ
の
「
貧

マ
チ
ス

ブ
ラ
ッ
ク
、
ミ
ロ
な
ど
と
知
り
合
い

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
社
会
の

キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
(
立
体
主
義
)
や
シ

底
辺
で
生
活
す
る
貧
し
い
人
々
に
寄

11 

家
庭
の

円
満
H

が
生
き
が
し、

せ
る
ロ

l
ト
レ
ッ
ク
の
温
か
い
ま
な

ざ
し
に
共
感
し

彼
自
身
も
キ
ャ
パつ

レ
!
の
女
た
ち
ゃ
サ
ー
カ
ス
の
芸
人

た
ち
を
数
多
く
描
き
ま
し
た
。

「
貧
し
き
食
事
」
は
、
ピ
カ
ソ
が

二
十
三
歳
の
と
き
に
制
作
し
た
、

二

作
目
の
版
画
、
で
す
。
鋭
角
的
に
描
か

れ
た
盲
目
の
男
の
顔
や
肩
や
指
、
こ

れ
と
対
照
的
に
、
ま
る
く
柔
か
く
温

か
そ
う
な
女
の
乳
房
、
女
と
腕
と
肩

小中学生の力作でにぎわった 「私たちの壁画展J( 1月 5日一|月31日)

に
寄
せ
ら
れ
た
男
の
細
く
長
い
指
先

の
し
な
や
か
な
表
情
Q

こ
れ
ら
が
こ

の
作
品
に
そ
こ
は
か
と
な
い
性
の
イ

健康は確かめ守りつくるもの -， -14~16 
富山県健康増進センタ を訪ねて

豊かで明るいむらをめざして 17~19 
高岡「北般若をよくする会」の活躍

こちら消費生活センターです 20~21 

トピックス ・県政の動き ・お知らせ一一一一一一22~お

みなさんと県庁のパイプ役 24 
心身障害者福祉施設 ・学校紹介 表3
国民の総意で戻そう北方領土 表4

2月号

もくじ県立近代美術館収蔵美術作品紹介回一一一表 1・3
「貧しき食事J I'Iブロ・ピカソ作

「十分な収入」を最重視

第12田県政世論調査結果
通り魔被害を救済

「省エネ診断パス」がスター卜

「収蔵美術作品展」が開幕

県立近代美術館

観どころ味じまん

⑪ 福岡町

1~9 

9 
9 

1O~11 

メ
ー
ジ
を
か
も
し
だ
し
、
社
会
の
片

隅
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
す
男
女
の
、
貧

し
い
な
が
ら
も
情
愛
に
満
ち
た、

つ
ま
し

い
生
活
の
ひ
と

コ
マ
を
見
事

に
描
き
だ
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
近
代
美
術
館
、
て
は
、
ピ
カ

ソ
の

〈青
い
時
代
〉
の
「
広
場
の
入

わ中 か 口
れパけ」、

るリ椅〈
「 の子新
静地の古
物下女典
」室 」、主

がで第義
展制二時
示作次代
さ し 世 〉

れた界の
てと大「
いい戦肘

ま
す
。
併
せ
て
ご
観
覧
下
さ
れ
れ
ば

幸
い
で
す
。主

任
学
芸
員

福
井
文
夫
)

4 

第
ロ
回
県
政
世
論
調
査
結
果

「第
十
二
回
富
山
県
政
世
論
調
査
」
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
は
、
現
在
県
が
策
定

作
業
を
進
め
て
い
る

「活
力
あ
る
富
山
県
を
つ
く
る

総
合
計
画
L

に
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
県
政
一
般

に
関
す
る
調
査
の
ほ
か
、
新
た
に
、
様
々
な
生
活
領

域
に
お
け
る
意
識
、
価
値
感
、
要
望
を
把
握
し
、
生

き
が
い
や
県
の
イ
メ
ー
ジ、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

の
考
え
方
な
ど
を
探
る

「
選
好
度
調
査
」
や

「意
識

調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
し
た
項
目
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の

な
か
か
ら
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

調 査項目

ア選好度調査

ケ) 重要度調査

(イ) 充足度調査

(ウ) ニーズ調査
(重要度得点×
米充足度得点目出
ニーズ)

イ意識調査

ゲ)生き がい

(イ)燥のイメージ

(ウ) 地域づくりの方向

ウ 県政調査

ケ) 広報媒体の周知度

(イ) 住民参加の方法

(ウ)県政への要望

(エ) 希望子供数 12~13 

q 
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ー
位
は
“
収
入
"
、
“
救
急
医
療
"
は

2
位

l
選

好

度

調

査

1

内
選
好
度
調
査
山
と
い
う
の
は
、

暮
し
に
直
接
関
係
の
あ
る
各
生
活
分

野
に
お
い
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
が

「
な
に
を
重
要
と
考
え
へ
そ
れ
が
「
ど

れ
だ
け
充
足
さ
れ
て
い
る
か
」
を
調

査
し
、
こ
の
二
つ
の
要
素
か
ら
み
な

さ
ん
の
要
望
を
つ
か
も
う
と
す
る
も

の
で
す
。

調
査
項
目
は
、
生
活
を
八
つ
の
領

域
に
分
類
し
、
全
部
で
六
十
項
目
を

設
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
項
目
に
つ
い
て
重
要
度
、
充
足
度

意
識
を
五
段
階
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

つ
ず
つ
選
ん
で
も
ら

っ
た
も
の
で

す
。

(2) (1) 

八
つ
の
領
域
は
次
の
と
お

り
で
す

健
康
教
育

・
文
化

生
き
が

(8) (7) (6) (5) (4) (3) 

雇
用
余消
費

福
祉

・
家
族

生
活
環
境

地
域
生
活

生
活
の
安
定

十
分
な
収
入
、

失
業
の
不
安
の
な

〈図
l
v
を
み
ま
す
と
、
重
要
度
意

識
は
、
生
活
の
安
全
、
安
定
項
目
に

高
く
み
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
・
生
命
の
安
全

救
急
医
療
、
災
害
対
策
、
交
通
安

全
、
商
品
の
安
全
性
、
危
険
施
設

高
度
医
療
、
医
院

・
病
院
の
近
さ

環
境
の
保
全

公
害
防
止
、
下
水
処
理
、
自
然
環

境

い
職
場
、

費
用
の
心
配
の
な
い
診

療
、
商
品
の
適
正
表
示
、

在
宅
福

祉次

重
要
度
の
平
均
得
点
の
低

い
項
目
を
み
ま
す
と
「
マ
イ
カ
ー
」

「
休
暇
」
「
芸
術

・
文
化
の
機
会
」
の

順
に
重
要
度
は
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
常
生
活
面
で
比
較
的

3 

緊
急
性
の
低
い
項
目
に
つ
い
て
重
要

度
が
低
く
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
特
に
余
暇
領
域
は
五
項
目
全
部

が
重
要
度
の
低
い
方
か
ら
十
五
位
以

内
に
入

っ
て
お
り
、
勤
労
意
欲
の
高

さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
は
“
家
庭
の
円
満
"

H

意
識
調
査
H

で
は
、
県
民
の
み

な
さ
ん

一
人

一
人
が
ど
の
よ
う
な
こ

ー
意

と
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
か

富
山
県
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ

識

調

査

1

ー
ジ
を
も

っ
て
い
る
か
を
調
査
し

あ
わ
せ
て
新
し
い
地
域
。つ
く
り
の
方



何
を
相
互
に
関
連
'さ
せ
な
が
ら
調
べ

て
み
ま
し
た
。

H

生
き
が
い
H

に
つ
い
て
の
意
識

調
査
は
、
十
五
の
項
目
か
ら
い
く
つ

で
も
選
択
す
る
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
図

2
の
と
お
り
で
す
が
、

上
位
七
位
ま
で
の
順
位
は
五
十

一
年

に
行

っ
た
同
様
の
調
査
の
結
果
と
変

わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

」
れ
を
性
別
に
み
ま
す
と
、
男
性

が
「
家
庭
の
円
満
」
に
次
い
で
ほ
ぼ

同
じ
支
持
率
で
「
仕
事
」
を
あ
げ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
年
齢
別
に
み
ま
す
と
、

二

十
歳
代
で
は
「
友
人
、
仲
間
等
の
交

友
」
(
四
四

・
四
江
、
二
位
)や
「
ス
ポ

ー
ツ
」
(二
七

・
四
一日
、
六
位
)
が
平

均
を
上
回
る
反
面
、
「
仕
事
L

は
四
位

に
な

っ
て
い
ま
す
。

方
、
五
十
歳

代
、
六
十
歳
以
上
で
は
「
家
庭
の
円

満
」
に
次
い
で
「
仕
事
」
に
生
き
が

い
を
感
じ
て
お
り
、
六
十
歳
以
上
で

は
「
宗
教
、
主
義
主
張
L
(

一
八
一向
、

| 56 年|
|////_L/_/_/ / / / / /7パ(51年)

V//////////χJ 

ル////////:パ

V/////メ|

じ手4

佐勾

長コ

51年56年(主なもの)生きがい図2
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味趣4位
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• 1
tム

寸

l
i(
 

( 9.9) 

( 9.9) 17.5 蓄
ロバ，
只丁7位

(217.2) 

67.1% 

39.6 

65.5% 

54.2 

20.3 

19.8 

56.0 

'性

312.8 

女

家庭の円満

子供の成長

友人，仲間，
異性との交流

養車交

(性思リ)生きがい
'1主

体

男

1位

2位

5位

6位

t-
ニヒ

63.6% 

52.0 

62.0 

富山県のイメージ

生活環境が整備されている

イ言作P心があつい

歴史と伝統が生活の中に生きている

図3

2 

3 

自然環境に恵まれている4 

野菜や魚介類が新鮮だ5 

産業に活気がある

働らく人が勤勉だ

地域連帯感が強い

6 

8 

7 

人情や家族関係があたたかい9 

経済的に豊かだ10 

社会環境が健全だ

災害が少な く、くら しが安全だ

生活が質素だ

11 

12 

13 

教育に熱心だ14 

消費生活が洗練されている

健康でいきいきとしている

婦人の役割が大きい

国際性に富んでいる

余暇活動が盛んだ

さわやかだ

15 

16 

18 

19 

20 

17 

32.5 

19.0 

18.5 

17.9 
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2l.9 

2l.4 

17.0 

六
位
)
が
上
位
に
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
般
的
に
「
趣
味
L

や
「
教

養
を
身
に

つ
け
る
L

こ
と
、
「
友
人
、

仲
間
」
と
の
連
帯
に
生
き
が
い
を
見

い
だ
す
割
合
が
増
え
て
お
り
、
生
き

が
い
要
素
の
多
様
化
傾
向
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
富
山
県
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
い

だ
い
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め

二
十
の
要
素
に
つ
い
て
回
答
を
求
め

て
み
ま
し
た
。

(図
3

そ
の
結
果
、
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
「
野
菜
、
魚
介
類
の
新
鮮
さ
」

「
自
然
環
境
」
「
災
害
の
少
な
さ
」
な

ど
の
自
然
条
件
の
良
さ
、
「
勤
勉
性
」

「
教
育
熱
心
」
に
み
ら
れ
る
高
い
勤

労
意
欲
や
向
上
心
、「
人
情
、
家
族
関

係
が
あ
た
た
か
い
」
「
地
域
連
帯
感
L

が
強
い
家
族
地
域
集
団
主
義
な
ど
の

特
性
が
県
民
の
聞
に
定
着
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

292.8 

4 

体f、
1二337.4 

5 



一
二

世
紀
に
向
け
て
の
地
域
づ
く

り
の
方
向
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
と

」
ろ
「
災
害
対
策
が
ゆ
き
と
ど
き
、

安
心
し
て
く
ら
せ
る
地
域
」
が

一
位

に
な

っ
て
お
り
、

域
」
「
自
然
を
い
か
し
た
観
光
、

こ
れ
に
「
文
教
地

リ
エ
|
シ
ョ
ン
地
域
」
が
続
い
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
「
魅
力
あ
る
商
業

地
域
」
が
最
下
位
に
・
な

っ
て
い
る
こ

と
は
、
本
県
の
商
業
振
興
を
図
る
う

え
で
、

一
つ
の
課
題
と
い
え
る
で
し

トム

F
A
ノ
。

行
政

へ
の
参
加
の
方
法
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
結
果
は

〈
図

5
V
の
と

お
り
で
し
た
。

こ
と
し
の
調
査
結
果
の
特
徴
は
、

「
相
談
窓
口
を
利
用
す
る
」
「
知
事
と

(%) 30 
-r 

. ~ママ守守~ママ司p. .... T "Tマ '.T.....-.-..'._....I 

γ人 VJム+十人+ムV人 ¥γムγムγム:<<<129.2(21.9) 
\+〆~-+ ~ -+ : ...: -+ : ....: + ~ .. ~ .... ~ ... ~ .... ~ .. ~ -+ ~ + ~ .... ~ .... .. -+ -+ ~ -+ -t ..." -+ -+ -+ ... /-.... -+ + .. -+ -+ -t ... -+ +1 

20 

行政への住民参加の方法

10 
+ 

図5

レ
ク

相談窓口 を利用す る

地域づくりの方向図4..， 

+ + +ソJ:÷:÷:ゥ:+:弓小六干子:+〉:ゥン:叶27.1(24.7) 
九九++七-+-+ -+ -+ -+ヘ+ム九九九九+JJJJJJJJ++. +J 、

知事と語る集い， 公聴会，説
明会，そ の他の会合に出る

(居住市町村)

-・:'~.:・，::~:l::;43.5 %:~ 

災害対策がゆきとどき、安

心してくらせる地域

文教地域(大学、研究機関)

レク自然をいかした観光、

リエー ショ ンI也I或

fH;fI\/:\~ ・~:~:::.~~~::・:・:波::芯{.:.~?O. ・ 7 ち:

:~":~:)~:48.1 %"':' 

域

中枢管理機能の集積された

地域

農林漁業振興地域

歴史と伝統に根づいた地域

(伝統的行事、 産業)

国際化をめざした地域

(人や文化の交流)

個性豊かな文化をは ぐくむ

地域

地域福祉に力を入れた地域

(ボラ ンティア) .~~~~~~.~・'::::~:.:子39.:9' %~~ 

-・汁主主41.3%.; 地域

魅力ある商業地域

(最新の流行、商品)

生活環境の整備された地域

社会環境の浄化

(防犯、明るいまちづくり)

地業工

...タ;会45.5%.:， 
健康づくりに力をいれた地

域 (スポーツ)

コミュニティ活動の盛んな

(富山県)
11:;:;:;:;:::2::1:;:71:;:j:;:;:;:j:j:j|221(277) 

φ-+ "f" ... -+ ...118.4 (21. 5) 

アンケート を行 う

対話集会のようなものをつくる

世論調査，

日11:;:;:;:;:;:;J16.1 (8.3) 役土着lニイ云える

自治会の世話人

市役所，

+ +手ア干てFて「弓 一手++ 争+ ト"l

:+ +心:÷:÷:〈土:ィ+:::~15.3 (9.4) 議員，委員，
にイ云える

u::::(:15l15 .0 (10.5) 手紙やハガ、キを電話したり ，
出す
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::~ 11.0 (13.4) 

自分で関係機関を訪れる

調査や見学をする

日::::::::j8.3 (7.5) 新聞に投書をする

( )内は，昭和54年度
調査結果

「日++18.2 (5.5) 陳情， 請願をする

1::::::::::::::~ 7.2 (6.2) 

協議会をつ

住民運動 をおこす

ヨ匝17kb...
ロロl主主~ ，審議会，

くる EE65(70) 

ヨ1.8(1.3) 県職員に伝える

日1.5(1.6) 也
d
4
l
'
 

σ〉手、

目1.7 (1.9) 特に住民参加の必要はない

+;三;JY三:'i::::114. 1 (20. 0 ) わから ない
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語
る
つ
ど
い
」
な
ど
、
直
接
行
政
当

局
や
関
係
機
関
へ
足
を
運
ん
で
意
見

な
ど
を
伝
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強

く
を

っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

県
政
へ
の
要
望
で
は
「
物
価
、
消

費
生
活
」
が
最
も
強
く

人

人
が
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭

和
四
十
九
年
以
来
毎
年
ト

ッ
プ
に
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
前
回

(六

0
・
六
ば

と
比
べ

0
.d
弱

低
下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
十

三
位
だ

っ
た
「
学
校
教
育
」
が

挙
に
四
位
に
あ
が

っ
た
こ
と
が
注
目

誌を 53 54 55 56 

1位 物価，消(4費6生.4)活 物価，消(5費0生.5)活 物価，消(6費0生.6)活 物価，消(費生)活
51.3 

2位 社会 (4福l.3祉) 
社会福祉

社会 (福42.9祉) 社会(福31.1祉) (40.3 

3位 医療，保(健34衛.3生) 医療，保(健32衛.1)生 医療，保(健34衛.1)生 医療，保(健衛生) 
30.7 

4位 上 ・下水(道24整.7備) 雇対用策安定(24労.1働) 雇対策用安定(25労.0働) 学 校(教29.8)育

5位 道路(整23.2備) 交通 (2安1.4)全 北陸新(2幹線) 雇対策用安定(28労.0働) 1.8 

6 {立 交通安(全21対.0)策 上・下水(道21整.3備) 交通(安21.3)全 上 ・下水(道27整.6備) 

7位 北陸新(幹線) 公 害 防止 公害防止 交通(安25.2)全15.8 (17.6 (17.6 

8位 公園録地(15整.2備) 学校(教17.4育) 上・下水(道17整.2備) 北陸新(2幹線) 
0.5 

9位 中小企(業14対3策) 道路(整16.9備) 道路(整16.4備) 青少年健(2全0育.3成) 

10位' 公害防止(14対.2策) 北陸新(16幹.6線) 中小企(業16対.0策) 道路(整19.4備) 

県政への要望表 1

同吟

さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
新
た
に
「
青

少
年
健
全
育
成
」
が
九
位
に
入

っ
て

50 (ヲ0)

29.8 (13.5) 

28.0 (25.0) 

27.6 (17.2) 

25.2 (21.3) 

51.3 (60.6) 

40 

31.1 (42.9) 

30.7 (34.1) 保健衛生

育

雇用安定， 労働対策

上 ・ 下水道整備

30 
県政に対する要望度合

祉

物価，消費生活

，.6.. 
:z:;;; 

革矢車交

医療

P主主三.
弓二

福

図 6

本土

H

通
り
魔
殺
人
H

の
被
害
者
の

遺
族
に
は
、
国
か
ら
お
金
が
支
給
さ

れ
る
そ
う
で
す
が
。

Q 

こ
れ
は
「
犯
罪
被
害
者
等
給
付

制
度
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
殺
人

罪
や
傷
害
罪
な
ど
故
意
の
犯
罪
行
為

に
よ

っ
て
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
人
の

A 遺
族
や
重
い
身
体
障
害
に
な
っ
た
人

に
、
国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

と Q に月
の よ ー こ
ここる日の
と φ 被以制
で給 害後 度
す付にには
が金適行、
に用わ昭
はされ和
二れた五
種噌ま犯十
類す罪六
、あ 。 行年

る 為 一

A 

「
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
」
に

は
、
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
支

給
す
る
「
遺
族
給
付
金
」
と
、
被
害

者
が
重
度
の
身
体
障
害
を
受
け
た
場

合
に
給
付
さ
れ
る
「
障
害
給
付
金
」

が
あ
り
ま
す
。
遺
族
給
付
金
は
第

一

順
位
遺
族

(例

・
夫
が
死
亡
し
た
場

合
の
妻

・
子
ど
も
な
ど
)
に
、
障
害

給
付
金
は
被
害
者
本
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

Q 

支
給
額
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
か
。

A

遺
族
給
付
金
の
場
合
、
被
害
者

が
働
い
た
場
合
の
収
入
の
日
額
に
基

づ
い
て
計
算
さ
れ
る
額
に
、
遺
族
の

生
計
の
状
況
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る

倍
数
を
か
け
る
方
法
に
よ

っ
て
算
定

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
障
害

給
付
金
は

被
害
者
が
働
い
た
場
合
の
収
入
の
日

額
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
額
に
、

障
害
の
程
度
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
る

倍
数
を
か
け
る
方
法
で
算
定
さ
れ
ま

す
。‘た

だ
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
算
定

さ
れ
る
給
付
金
の
最
高
額
は
、
遺
族

給
付
金
が
約
八
百
万
円
、
障
害
給
付

金
が
約
九
百
五
十
万
円
で
す
。

被
害
を
受
け
て
も
、
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
が
。

Q A 

た
と
え
被
害
を
受
け
た
と
し
て

も
、
世
間

一
般
の
常
識
か
ら
考
え
て

支
給
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
場
合

に
は
、
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
被
害
者
と
加
害
者
が
親
族

関
係
に
あ

っ
た
と
き
、
被
害
者
に
も

た
と
き
な
ど
が

強
く
責
め
ら
れ
る
べ
き
行
為
が
あ
っ

」
れ
に
あ
て
は
ま

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
被
害
者
や
遺
族
が
、
犯
罪

に
よ
り
受
け
た
被
害
に
つ
い
て
労
働

者
災
害
補
償
保
険
法
な
ど
に
よ

っ
て

公
的
な
給
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
や
、

加
害
者
か
ら
損
害
賠
償
を
受
け
た
場

合
に
も
、
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

お

り

最

近

の

青

少

年

非
行
、

学
校

内
暴
力
の
多
発
傾
向

へ
の
反
応
の
あ

20.5 (21.8) 

12.9 (13.6) 

20.3 (12.4) 

19.4 (16.4) 

13.7.(17.6) 

ら
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ト
i

F

P

「
ノ
O

( )内は，昨年度調査結果

B 

Jノ¥
ごじ

線

{蔚

然環

大学 ， 短大整備

中小企業 (商業，薬業
を含む)対策

スポーツレクリェーション

青少年 健 全育成

道 {繭

李氏

境保

整

安

幹

整

l坊三乞
Eコ

通

路

1巷

陸

ヲ匂

λ 

北

空

公

白

「省エネ診断パスJ

がスタート

Q 

ご
の
給
付
金
を
受
け
る
と
き
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

A 

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
受
給

し
よ
う
と
す
る
人
は
、
お
住
ま
い
の

都
道
府
県
公
安
委
員
会
へ
申
請
す
る

こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
受
け
付
け
は

警
察
本
部
ま
た
は
警
察
署
で
行

っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
、
申
請
の
際
に
戸
籍

謄
本
、
医
師
の
診
断
書
な
ど
の
提
出

を
求
め
ら
れ
た
り
、
裁
定
の
た
め
の

調
査
に
協
力
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

* 

* 
社会教育

興

(<< 

火

興

発

山村対 策

i鵡

過疎，

芸術文化，文化財保護

水産業

整

f辰

防

振

開

録地

光

生涯教育，

業

業

林

防

公園

消

観

工

農
中
小
企
業
の
省
エ
、
不
ル
ギ
!
の

手
助
け
を
す
る

H

省
エ
ネ
診
断
パ

ス
H

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ス
は
、
中
小
企
業
の
生

産
現
場
を
巡
回
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

損
失
量
な
ど
の
測
定
を
行
い
、
企

業
規
模
や
、
経
営
面
も
考
慮
し
な

が
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
き
め

細
か
く
指
導
す
る
も
の
で
す
。

ボ
イ
ラ
、
焼
成
炉
な
ど
の
熱
設

備
や
電
気
炉
、
工
作
機
な
ど
の
電

気
設
備
を
使
用
し
て
い
る
中
小
企

業
で
あ
れ
ば
診
断
は
無
料
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
見
直
し
な
ど

を
希
望
さ
れ
る
企
業
は
、
県
商
工

振
興
課
ま
た
は
最
寄
り
の
県
工
業

試
験
場
(
分
室
)
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

県
商
工
振
興
課

宮

0
7
6
4
1
お
1
4
1
1
1

」
の
制
度
に
つ
い
て
も

っ
と
く
わ

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か
た
は

富
山
県
警
察
本
部
警
務
課

(
宮

0
7
6
4
1
4
1
2
2
1
1

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

興

し、

振

な勺かわ

g 



近
代
美
術
館
は
、
昨
年
七
月
開
館

以
来
「
富
山
国
際
現
代
美
術
展
L

「剖

富
山
の
美
術
」
「
現
代
日
本
美
術
の
展

望

日

本

画

|

」

と

い

う
三

つ
の
展

覧
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ

は
、
世
界

・
日
本

・
富
山
の

一つ
の

視
点
を
基
本
的
な
柱
と
す
る
当
館
の

方
針
を
具
体
化
す
る
展
観
と
し
て
、

今
後
の
美
術
館
活
動
の
姿
勢
を
示
す

第

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の

一
月
に
開
催
さ
れ
た

「
私
た
ち
の
壁
画
展
」
で
は
、
美
術

館
と
学
校
教
育
と
の
密
接
な
つ
な
が

り
が
得
ら
れ
る
と
同
時
に
、
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
と

っ
て
、
共
同
制

作
と
い
う
貴
重
な
体
験
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
で
、
当
館
で
は
、
ひ
き
続
い
て

一一
月
六
日

ωか
ら
三
月
二
十
八
日
間

ま
で
、

収
蔵
美
術
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
当
館
の
収

蔵
作
品
を
継
続
的
に
紹
介
す
る
も
の

で
、
今
回
は
、
富
山
の
美
術
の
歴
史

を
築
き
あ
げ
た
作
家
と
我
が
国
の
著

名
美
術
作
家
の
作
品
あ
わ
せ
て
約
九

十
点
を
選
び
、
展
示
公
開
し
ま
す
。

展
示
作
品
は
、
日
本
画

・
油
絵

・

版
画

・
彫
刻

・
工
芸
の
各
部
門
に
わ

た
り
、
当
館
収
蔵
品
を
中
心
に
、
県

有
美
術
品
の
う
ち
秀
れ
た
作
品
を
加

え
て
構
成
し
ま
し
た
。

伊

同

荒郷棟桜安 小 金石〈主

言之介 倉方 井 岡坂 山 崎
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作司 治 人二麿

目艮」V 堅山南風「慈

砂

金
山
康
喜

「静
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鯉
の
新
巻
き

ょ
う福
か岡
。町

こ特
の産
町の
の「
生鯉
産の
地新
は巻
き

ど ロキ 特の<肉れを主」
。当徴つ脂のて利には
り 。て肪しい用地い
二おいがまるし下か
千値る適りた養水が
円段の度がめ殖なで
ほはがによ 、さどし

t 

鑑
賞
鯉
と
食
用
鯉

県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
福
岡
町
は
、
縄
文
時
代

に
始
ま
る
歴
史
遺
産
や
数
多
く
の
天
然
記
念
物
と
、

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
城
ヶ
平
横
穴
古
墳
群
、
岸
渡
川
の
桜
や
母
水
キ

ャ
ン
プ
場
、
「
つ
く
り
も
ん
ま
つ
り
」
な
ど
は
、
町
の

代
表
的
な
観
光
地
、
資
源
と
し
て
訪
れ
た
人
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
福
岡
町
の
特
産
と
い
え
ば
鯉
が
思
い

浮
か
び
ま
す
ね
。
こ
の
町
の
養
鰻
の
歴
史
は
古
<
、

今
か
ら
百
年
余
リ
前
の
慶
応
二
年
、
大
和
郡
山
か
ら

種
鯉
を
数
匹
移
入
し
、
矢
部
部
落
で
養
殖
を
始
め
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
三
十
五
戸
の
農
家
が
、
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
養
鯉
池
に
食
用
三
百
キロ、

観
賞
用
百
五
十
キ
ロ
を
生

産
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
の
観
賞
鯉
の
評
判
は
高
<
、

12  

全
国
的
な
品
評
会
で
た
び
た
び
優
勝
、
準
優
勝
の
成

績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

13  



健
康
は
確
か
め
守
り
つ
く
る
も
の

剛
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て

昨
年
の
丸
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
富
山
県
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

ン
タ
ー
で
す
。

県
庁
か
ら
国
道
引
号
線
を
大
沢
野
方
面
に
向
か

っ

て
走
る
こ
と
約
二
十
分
、
北
陸
自
動
車
道
富
山
イ
ン

タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
、
合
掌
造
り
風

の
富
山
県
医
師
会
館
が
自
に
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

一
万
六
千
平
方
出
あ
る
敷
地
も
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
、
隣
接
し
て
い
る
神
社
や
お
寺
の
森
な
ど
周
囲
の

景
観
と
見
事
に
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
利
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
吉
田
敏
夫
総
務
課
長

隣
り
に
あ
る
三
階
建
て
の
白
い
建
物
が
健
康
増
進
セ

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

aj
J謬
Y京w
i
vd
 

吉
田

成
人
病
と
い
う
の
は
、
日
頃

力
や
健
康
状
態
に
適
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
健
康

の
度
合
は

一
人

一
人
異

っ
て
い
る
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は

の
食
生
活
や
生
活
習
慣
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
も
の
な
ん
で
す
ね
。
健

康
増
進
コ
ー
ス
で
は
こ
の
点
に
着
目

し
、
問
診
調
査
表
の
分
析
に
よ

っ
て

生
活
診
断
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
守
つ
く
り
は
各
自
の
体

医
学
的
な
検
査
や
体
力
測
定
を
行

っ

て
、
各
自
の
健
康
度
に
合

っ
た
生
活

指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

-
交
通
機
関

最
勝
寺
で
下
車

(
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
七
分
)

-
高
速
道
路
を
利
用
さ
れ
る
方

富
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
、

国
道
叫
号
線
を
七

O
O
M程
南
下

(高
山
方
面
)
し
て
く
だ
さ
い
。

-
路
線
パ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

富
山
駅
前
パ
ス
乗
り
場
か
ら

「
・
猪
谷
行

・
笹
津
行

J

f

・
笹
津
保
養
セ
ン
タ
ー
行
L

(急
行
も
停
車
し
ま
す
)

至魚津

至立山

-案内図

北陸本線

至高岡
至有沢橋

|
|
建
て
物
の
中
に
入
っ
て
、

ー
や
廊
下
が
と
て
も
ゆ
っ
た
り
し
て

い
る
の
に
驚
い
た
の
で
す
が
。

吉
田

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は
、
病

院
と
は
異

っ
て
文
字
ど
お
り
健
康
な

人
た
ち
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

企最新鋭の機器を使用した肺機能検査

か
ら
H

や
す
ら
、
ぎ
H

や
H

く
つ
ろ
、
ぎ
H

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
設
計
に
工
夫
し

ま
i
F
'

し
か
~
。

l
i土
A

年
の
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て

以
来
、
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
が
。

吉
田

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で

一
日
二
十

1
二
十
五
人
の
健
診

(健

康
診
断
)
を
行

っ
て
き
た
の
で
す
が
、

健
康
増
進
、
総
合
健
診
、
婦
人
健
診

V最後は栄養 ・運動 ・休養について生活指導
i
l
i職
員
の
数
も
だ
い
ぶ
多
い
よ
う

で
す
が
。

セ
ン
タ

ー
は
剛
健
康
増
進
事

業
団
が
運
営
し
て
い
る
の
で
す
が
、

保
健
婦
、
栄
養
士
、
運
動
指
導
員
、

放
射
線
技
師
、
看
護
婦
な
ど
六
十
四

人
の
職
員
が
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
約

半
数
が
検
診
車
に
乗

っ
て
、
胃
ガ
ン

吉
田

や
婦
人
ガ
ン
な
ど
の
巡
回
検
診
の
た

め
各
市
町
村
へ
出
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、

診
察
は
県
医
師
会
や
県
立
中

ロ
ピ

汁4

"'1 )欠判定後に行われる負荷血圧、負荷心電図検査

為

〆
〆'

を
合
わ
せ
て
昨
年
の
十
二
月
七
日
に

五
十
人
と
少
な
い
た
め
、
こ
の
ゴ

|

一
千
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

ス
の

P
R
に
ム
刀
を
入
れ
て
い
る
よ
う

こ
れ
は
、
主
に
疾
患
の
有
無
を
調

べ
、
個
々
の
健
康
状
態
を
確
か
め
る

総
合
健
診

(
日
帰
り
ド

ッ
グ
)

の
利

用
者
で
、
健
康
増
進
指
導
を
目
的
に

し
た
健
康
増
進
コ

l
ス
の
利
用
者
が

な
わ
け
で
す
。

ー
ー
ー
富
山
県
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

ガ
ン
が
死
因
の
ト
ッ
プ
に
な
る
な
ど

H

成
人
病
先
進
県
H

と
も
い
え
る
よ

う
で
す
が
。

4 
15 

央
病
院
な
ど
か
ら
輪
番
制
で
派
遣
さ

れ
る
医
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

り
に
な
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
そ
の
日
の
う
ち
に
健

!
l
l健
診
に
は
ど
の
く
ら
い
の
時
間

が
か
か
る
の
で
す
か
。

診
結
果
を
出
し
、
指
導
も
行
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
、

セ
ン
タ
ー
に
は
自

健
診
は
す
べ
て
日
帰
り
で
受

け
ら
れ
ま
す
。
午
前
中
に
検
査
、
昏
一

動
分
析
機
な
ど
最
新
鋭
の
医
療
機
器

を
備
え
、
デ
ー
タ
を
じ
ん
速
に
処
理

吉
田

食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
体
力
測
定

(健
康
増
進
コ
ー
ス
の
場
合
)
や
医

師
の
判
定
が
行
わ
れ
、
最
後
に
保
健

す
る
た
め
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
比
較
的
高
度
な
判
定
技

婦
な
ど
に
よ
る
保
健
指
導
と
な
る
わ

け
で
す
が
、

三
時

1
四
時
に
は
お
帰

術
や
複
数
の
医
師
に
よ
る
判
定
が
必

要
な
胃
検
診
、
婦
人
ガ
ン
検
診
や
眼



底
検
査
は
後
日
判
定
と
い
う

二
週
間
以
内
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
と
で

て
い
ま
す
。

健
診
を
終

ぇ
、
ほ

タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し

っ
と

一
息
の
受

診
者
に
イ
ン

た
。『果

物
は
食

て
い
た
が
、

べ
る
ほ
ど
良
い
と
思

っ

食
べ
す
ぎ
る
と
糖
分
が

討璽恒三崎婚直椛|

余
分
に
な
る
こ
と
を
初
め
て
知

っ
た
。』

富
山
市
・
井
沢
さ
ん

-
M
歳

『
太
り
す
、
ぎ
で
は
な
い
か
と
思

っ
て

い
た
が
、
肥
満
度
だ
け
少
し
高
く
皮

下
脂
肪
や
体
脂
肪
率
が
高
く
な
か
っ

O
健
康
増
進
コ

i
ス

か
ら
だ
の
健
康
状
態
や
体
力
の
程
度
を
調
べ
、
あ

な
た
の
健
康
度
に
あ
う
た
運
動
、
栄
養
、
休
養
に
つ

い
て
生
活
指
導
し
ま
す
。

O
総
合
健
診
コ

i
ス

「
一
白
人
間
ド
ッ
ク
」

発
見
と
、
検
査
成
績
や
食
生
活
状
況
な
ど
に
よ
り
、

に
よ
り
、
成
人
病
の
早
期

あ
な
た
に
適
し
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

O
婦
人
健
診
コ
!
ス

「
総
合
健
診
コ

l
ス
」
に
婦
人
特
有
の
子
宮

・
乳

房
検
診
を
加
え
た
コ

l
ス
で
、
子
宮
、
乳
房
の
単
独

検
診
も
で
き

豊かで明るいむらをめざして

ま
す
。

自「北般若をよくする会」の活躍

毎週月曜から金曜日まで

日曜日、国民の祝祭日

12月29日から翌年 1月3日まで

受診はすべて予約制です。

・受診日の予約は当センターへ直接あ、電話ください。

・受診日がきまりましたら申込手続きをしていただ

きます。

申込用紙はセ ンターからお送りいたしますので記

入のうえ折返し送付ください

なお申込用紙は保健所、市町村役場、郡市医師会

にも用意しであります。

・申し込みを受けますと、当セ ジターから受診に必

要な書類をお送りします。

・申し込みの受付けは 2ヵ月前から行っております。

おそくとも 2週間前までに予約してくださし )0

・都合により受診日の変更や取消しをされる場合は

早目に当センターへ連絡してください。

健康増進コース 10，000円

総合健診コース 20，000円

婦人健診コース 30，000円

(子乳宮房検検診診ののみみ 7，000円

16  

幸司-予

た
の
で
、
本
当
の
肥
満
で
な
い
こ
と

-利用の手引
-健診日

・休館日

が
わ
か
つ
て
安
心
し
た
。
』

大
門
町

・
二
瀬
さ
ん

・
6
歳

『
農
家
で
あ
る
た
め
米
を
た
く
さ
ん

食
べ
、
漬
け
物
も
よ
く
食
べ
て
い
た

が
、
食
べ
す
ぎ
は
健
康
に
よ
く
な
い

」
と
が
わ
か

っ
た
の
で
注
意
し
た
い
。

ま
た
、
年
を
と
っ
た
の
で
体
は
な
る

べ
く
動
か
さ
な
い
方
が
良
い
と
思
っ

て
い
た
が
心
臓
の
動
き
を
良
く
す

、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
薄

私
た
ち
の
住
む
高
岡
市
北
般
若
地

区
は
、
圧
川
に
沿

っ
た
細
長
い
地
域

で
、
総
戸
数
五
百
三
十
二
戸
の
う
ち

三
百
四
十
戸
を
農
家
が
占
め
て
い
る

市
の
主
要
農
業
生
産
地
で
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
工
場
団
地
が
進

出
し
た
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
の
生
活

や
考
え
方
に
微
妙
な
変
化
が
お
こ
り

始
め
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
旧
市

内
の
会
社
や
工
場
、
地
区
内
の
工
場

に
勤
め
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活

は
確
か
に
豊
か
に
な

っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
に
つ
れ
て
「
自
分
さ
え
よ
け
れ

ば
」
と
い
う
考
え
が
強
ま
り
、
む
ら

農
村
が
都
市
化
し

れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

農
業
の
振
興
と
そ
の

よ
い
農
村
、つ
く
り
に
地
域
ぐ
る
み
の
連
帯
を
図
り
、

担
い
手
の
育
成
、

豊
か
で
住
み

り
ま
す
。

努
力
し
て
い
る
地
域
集
団
が
あ

こ
の
中
に
あ
っ
て
、
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
い
た

都
市
化
が
進
む
「
北
般
若
」

の
団
結
心
が
弱
ま
り
、
む
ら
人
が
集

ま
る
昔
な
が
ら
の
行
事
が
衰
退
し
は

じ
め
た
の
で
す
。

そ
ん
な
お
り
、
高
岡
農
業
改
良
普

及
所
を
は
じ
め
関
係
の
各
機
関
の
方

方
か
ら
、
営
農
組
織
や
担
い
手
を
育

わ
け
で
す
。

て
る
こ
と
の
必
要
性
を
教
え
ら
れ
た

私
た
ち
の
「
北
般
若
を
良
く
す
る

会
」
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
契
機
と

な

っ
て
昭
和
五
十
二
年
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

」
の
「
良
く
す
る
会
L

は
、
集
落

か
ら
四

1
五
人
の
代
表
と
各
組
織
の

(各種保険証は使用できません)

金-料

る
た
め
な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に
し
た

健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
て
安
ど

的
な

ョ。
し
』(
城
端
町

・
嶋
田
さ
ん

・
日
歳
)

『
少
し
太
り
す
、
ぎ
だ
と
言
わ
れ
た
の

で
注
意
し
た
い
。
い
つ
も
高
校
生
の

息
子
と
一
緒
に
な

っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を

し

セ
ン
タ
ー
に
来
て
有
意
義
だ
っ

た
と
思
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た

セ
ノ

タ
ー
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

と
こ
ろ
、
九

O
江
以
上
の
人
が

て
よ
か

っ
た
。
ま
た
利
用
し
た

っ
た「来

飲
み
、
お
菓
子
を
食
べ
て
い
た
こ
と

が
悪
か
っ
た
と
思
う
。』

(
富
山
市

・
尾
島
さ
ん
・
必
歳
)

ど
う
や
ら
ほ
と
ん
ど
の
人
は
総
合

すい

と
回
答
し
て
お
ら
れ
る
そ
う
で

あ
な
た
も

一
度
い
か
が
で
す
か
。

高
岡
市
の

「
北
般
若
を
良
く
す
る
会
」
は
、
住
民
相

互
の
話
し
合
い
を
出
発
点
に
、
活
発
な
む
ら
づ
く
り

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「良
く
す
る
会
L

の
活
動
方
法
や
そ
の
成
果
を
、
同
会
の
本
田
秀
之
会

長
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
北
般
若
を
良
く
す
る
会
」

推

進

協

議

会

長

本

田

秀

之

V都市化の波で村ぐるみで楽しむ光景が見られなくなっている

介フ



要
望
に
そ
っ
た
む
ら
づ
く
り

(
県
農
産
普
及
諜
)

北
般
若
地
区
の
む
ら
。
つ
く
り
の
原

点
は
、
「
良
く
す
る
会
」
を
中
心
に
し

た
住
民
相
互
の
話
し
合
い
で
す
。
こ

の
話
し
合
い
の
中
で
内
村
の
あ
り
方
H

を
検
討
し
、
各
人
の
要
望
に
基
づ
い

て
各
種
行
事
の
総
合
化
や
環
境
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

の
「
話
し
合
い
」
「
要
望
の
把
握
¥
実

現
」
と
い
う
好
ま
し
い
パ
タ
ー
ン
で

着
実
に
「
む
ら
」
が
発
展
し
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

代
表
が
集

っ
て
協
議
会
を
も
ち
、
こ

こ
で
の
話
し
合
い
で
決
定
さ
れ
た
こ

と
を
集
落
や
組
識
に
も
ち
か
え

っ
て

お
り
、
「
近
代
的
な
地
域
農
業
の
確
立
、

会

役喝 d弘治
。ぞタ FJ
ダ己j25会
ぞ王 、

バ
G
Z
持
率

豊
か
で
明
る
い
地
域
マつ
く
り
」
を
進

め
る
上
で
、
大
き
な
役
割
り
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

地
区
総
ぐ
る
み
で
農
業
を
考
え
る

私
た
ち
の
「
北
般
若
を
良
く
す
る

誇
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

会
」
が
ま
ず
手
が
け
た
の
は
、
生
産

要
望
を
出
し
合
い
環
境
改
善

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
に
は
、

地
区
内
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
り
、
各

人
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
「
良
く

す
る
会
」
で
は
「
生
活
環
境
診
断
」

や
「
意
向
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
が
、

こ
の
結
果
、
川
の
汚
濁
や
ゴ
ミ
処
理

の
方
法
、
通
学
路
の
安
全
が
特
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
「
良
く
す

る
会
」
で
は
話
し
合
い
を
重
ね
な
が

ら
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら

一
つ

一
つ
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
環
境
の
美
化
で
は
花
壇
づ

く
り
講
習
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

を
は
じ
め
、
「
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

戸
出
町
農
協
(
北
般
若
支
所
)

高
岡
市
役
所
(
戸
出
支
所
)

高
岡
農
業
改
良
普
及
所

「北般若を良くする会」

むらづくり推進協議会

総活

-
営
農
集
団
長

・
生
産
組
合
長

.
公
民
舘
長

・
壮
年
部
長

.
老
人
会
長

・
集
落
自
治
会
長

.
青
年
団
長

・
婦
人
会
長

.
農
協
婦
人
部
長

・
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

.
集
落
自
治
会
長

・
市
会
議
員

企 自分たちの川を守ろうと 、標語がどしどし寄せられた

V 花だんづくり講習会を各地で開催し、むらの美化を進める体
制
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
米
の
生

産
や
転
作
な
ど
の
方
向
づ
け
を
し
、

そ
の
基
盤
と
な
る
営
農
組
合
を
集
落

ご
と
に
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
営
農

組
合
の
運
営
や
機
械
の
操
作
に
は
若

い
人
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う

な
ど
、
後
継
者
育
成
に
十
分
配
慮
し

て
い
ま
す
。

運
動
L

を
進
め
る
た

め
、
地
区
の
人
た
ち

か
ら
募
集
し
た
標
語

を
立
て
看
板
に
し
、

要
所
要
所
に
立
て
る

な
ど
し
ま
し
た
。
ま

た
通
学
路
の
安
全
の

問
題
で
は
、
地
区
を

あ
げ
て
働
き
か
け
た

産
とま
そた
の
活転
用作
を々
図物
るの
た安
め定
的
み・な
そ・生

守B

加
工
施
設
や
大
豆
精
粉
機
な
ど
を
備

え
、
地
区
内
の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
の

み
そ
(減
塩
)を
加
工
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
集
落
ご
と
の
婦
人
米
づ
く

り
教
室
を
き

っ
か
け
に
し
た
「
婦
人

稲
作
グ
ル
ー
プ
L

の
誕
生
も
、
他
に

結
果
、
信
号
機
や
標

識
、
街
路
灯
な
ど
が
と
り
つ
け
ら
れ

砂
住
民
ど
う
し
が
心
の
ふ
れ
合
い
、
連
帯
感
を
と
リ
戻
し

た

「北
般
若
」ま
し
た
。
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ミ
ニ
運
動
公
園
で
心
の
ふ
れ
あ
い

さ
て
、
薄
れ
つ
つ
あ
る
集
落
や
地

区
の
人
々
の
仰
心
の
ふ
れ
あ
い
H

を

と
り
も
ど
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
地
区
で

は
、
集
落
や
地
域
ご
と
に
「
む
ら
づ

く
り
座
談
会
」
を
聞
き
、
人
々
の
意

果見
、を

まま
ずと
ほ・め
士場・て
整・み
備・ま
にし
ょた
つ。

てそ
出の
た結

土
地
を
「
ミ
ニ
運
動
公
園
」
と
し
て

集
落
ご
と
に
利
用
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
体
力
、
つ
く

り
や
交
流
の
場
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
む
ら
の
良
さ
を
十
分
に
見

直
し
、
連
帯
感
を
深
め
る
た
め
農
家

も
非
農
家
も
、
そ
し
て
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
住
民
総
参
加
の
「
北
般
若

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

* 

* 

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
活

動
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
き
ま
し
た

が
、
農
業
生
産
の
面
、
環
境
整
備
の

面
、
そ
し
て
地
区
民
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

l
シ
ッ
ン
の
面
な
ど
、
そ
の
成

果
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
よ
り

一
層
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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五
十
三
年
に
設
置
し
た
強
制
排

気
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
突
然
火
を
吹
き
、

査
を
こ
が
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
ト
ー
ブ
は
、
二
年
前
の
五

十

一
年
に
購
入
し
た
向
型
の
ス
ト

ー
ブ
が
、
や
は
り
使
用
二
年
め
く

ら
い
で
火
を
吹
い
た
た
め
、
交
換

し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

販
売
店
で
は
新
し
い
も
の
と
買

い
替
え
る
よ
う
勧
め
ま
す
が
、
こ

の
事
故
が
起
.こ
る
前
に
、
消
火
に

回
し
て
も
火
が
消
え
ず
、
蹴
っ
て

耐
震
自
動
消
火
装
置
を
働
か
せ
て

消
し
た
こ
と
が
二

1
一二
回
あ
っ
た

し
、
製
品
そ
の
も
の
が
悪
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回

答

事
故
原
因
は
、
火
力
調
節
を
「
強
」

に
し
て
、
芯
を
あ
げ
す
ぎ
た
状
態
で

長
時
間
使
用
し
た
た
め
、
放
熱
ネ
ッ

ト
、
放
熱
コ
イ
ル
に
ス
ス
が
付
着
し
、

完
全
燃
焼
を
続
け
た
結
果
、

生
ガ
ス

が
器
体
内
部
に
充
満
し
、
発
火
に
い

た
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
は
説
明
書
な
ど
で
燃
焼

状
態
を
確
認
す
る
よ
う
注
意
し
て
あ

る
と
い
い
ま
す
が
、

ス
ト
ー
ブ
の
斗
削

面
ガ
ラ
ス
は
熱
放
射
を
考
慮
1
J
た

ヒ
ダ
入
り
と
な

っ
で
い
る
た
め
火
力

の
よ
う
す
が
見
に
く
く
、
適
正
な
燃

焼
の
確
認
が
で
き
な
い
構
造
の
も
の

で
し
た
。

八
畳
間
に
子
供

人
を
遊
ば
せ
、

台
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

三
歳
に
な
る
子
が
腹
痛
を
訴
え
た

の
で
部
屋
へ
行
っ
て
み
る
と
F
F

式
石
油
湿
風
ヒ
ー
タ
ー
か
ら
黒
煙

が
天
井
に
た
ち
こ
め
、

強
い
ガ
ス

の
刺
激
臭
が
あ
り
、

二
歳
に
な
る

子
は
真
青
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

す
ぐ
に
、
病
院
へ
運
び
手
当
を
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

一
酸
化
炭

素
中
毒
、
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ト
ー
ブ
は
販
売
庖
で
引
き
上

げ
て
ゆ
き
、
メ
ー
カ
ー
で
修
理
し

た
か
ら
と
取
り
付
け
に
来
ま
し
た

が
、
原
因
を
調
べ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
渡
し
た
の
に
、
は
っ
き

り
し
た
返
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
納
得
ゆ
か
ず
、
取
り
付
け
て

も
ら
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
子

晩
入
院
し
た
だ
け
で
回
復

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
故

が
あ

っ
た
の
に
、
業
者
の
対
応
に

供
は

誠
意
が
み
ら
れ
な
い
の
で
原
因
を

調
べ
て
く
だ
さ
い
。

窓口

事
故
の
あ

っ
た
ス
ト
ー
ブ
は
五
十

回
六
年
一
月
に
取
り
付
け
た
ば
か
り
の

も
の
で
、
こ
れ
は
五
十
一
年
十
月

購
入
し
た

F
F
式
ス
ト
ー
ブ
に
水
の

混

っ
た
灯
油
を
使
用
し
た
た
め
、
故

障
し
て
し
ま
い
、
部
品
を
取
り
賛
え

O
お
問
い
合
せ
は

・
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(県
民
会
館
四
館
)

宮

(
0
7
6
4
)
ロー
9
2
3
3

が
す
で
に
修
理
さ
れ
て
し
ま

っ
て
お

り
、
販
売
屈
で
は
「
修
理
は
メ
ー
カ

ー
で
し
た
も
の
で
原
因
は
聞
い
て
い

な
い
が
、
取
り
は
ず
し
の
際
に
排
気

口
側
で
チ
ャ
プ
、
チ
ャ
ブ
と
音
が
し

た
の
で
、
水
が
溜

っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
器
体
内
部
の
板
に
濡
れ
た

跡
が
あ

っ
た
U

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

メ
ー
カ
ー
は
、
「
燃
焼
フ

ァ
ン
、
燃
焼

リ
ン
グ
の
交
換
、
燃
焼
室
各
部
の
掃

除
を
行

っ
た
が
、
こ
れ
は
異
常
燃
焼

し
た
た
め
に
取
り
替
え
た
も
の
で
、

雨
で
も
吹
き
込
ん
で
水
が
た
ま

っ
て

い
た
た
め
に
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し

た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
こ
と
で
、

は
っ
き
り
し
た
問
答
を
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
修
理
さ
れ
た
ス
ト
ー
ブ

を
も
と
の
よ
う
に
設
置
し
、
い

ろ
い

ろ
調
査
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果

器
体
内
部
に
水
が
入
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
販
売
屈
が
い
う
水
の
跡
は

て
も
ら

っ
て

一
シ
ー
ズ
ン
使
っ
た
が
、
油
量
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
の
油
漏

調
子
が
よ
く
な
く
、
五
十
六
年
一
月
れ
の
跡
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

に
メ
ー
カ
ー
か
ら
新
し
い
製
品
を
送

っ
て
来
た
も
の
で
、
煙
突
だ
け
古
い

も
の
を
使

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

事
故
原
因
に
つ
い
て
は
、
苦
情
品

燃
焼
テ
ス
ト
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
が
水

平
に
な
ら
ず
、
わ
ず
か
に
傾
斜
す
る

た
め
、
傾
い
た
方
向
に
赤
火
と
と
も

に
ス
ス
が
発
生
し
ま
し
た
。
排
気
パ
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-
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

高
岡
支
所

(本
丸
会
館

一
階
、
旧
市
役
所
跡
)

宮

(
0
7
6
6
)
お
ー

2
7
7
7

イ
プ
に
か
な
り
の
ス
ス
の
付
着
が
認

め
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
と
思
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
種
々
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
不
良
部
分
が
交
換
さ
れ
て

し
ま

っ
て
お
り
、
原
因
を
特
定
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
排

気
フ
ァ
ン
に
な
ん
ら
か
の
異
常
が
あ

り
か
つ
、
排
気
筒
に
多
量
の
ス
ス
が

つ
い
て
い
た
た
め
換
気
が
十
分
行
わ

れ
ず
、
不
完
全
燃
焼
を
お
こ
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

〈使
用
上
の
注
意
〉

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
使
用
を
間
違
え

ば
、
火
災
や
人
命
に
も
か
か
わ
り
ま
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す
。
正
し
く
使
う
よ
う
次
の
点
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
取
り
付
け
る
時
に
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
十
分
説
明
を
受
け
る
。

①
誤
使
用
を
し
な
い
よ
う
使
用
説
明

書
を
よ
く
読
む
。

①
事
故
や
故
障
が
あ

っ
た
場
合
は
、

そ
の
原
因
に
つ
い
て
よ
く
説
明
を

受
け
る
こ
と
。



2月の街頭献血日程

月日曜 I嘉 所 時 閏 月日曜 士易 所 時 間

2/ 4(月) 氷見市役所前 10:00"-'15:30 2/20(土)魚津サンプラザ前 10:00"-'15:30 

6(土) 富山駅前 13:30，，-，16:00 20(士)高岡駅前 10:00"-'15:30 

6(土)高岡駅前 10 : 00"-' 1 5 : 30 27(土) 富山駅前 10:00，，-，16:00 

13(土) 富山駅前 10:00"-'16:00 27(土) 高岡駅前 1 0: 00"-' 15: 30 

13仕) 高岡駅前 10 : 00"-' 1 5 : 30 28(日) 高岡駅前 1 0: 00"-' 15: 30 

14(日) 富山西武前 10:00"-'16 :00 

F':¥: :' /:/:::::y/¥/:::::己主'::，:"':'， ' :':，' ':::' <::::/，¥' :: (:;:/ :: 
壊滅の:ラ之懇)([¥¥HHH/[[

-第11回青年の翼報告展へどうぞ
昨年、西ドイツ ・オランダ(一般部門)、

アメリカ合衆国 ・カナダ(農業部門)を訪

問した富山県青年海外派遣団の活動の成果

を写真パネルや映画・スライドを通して報

告します。会場や日韓は次のとおりで、す。

富山県民会館 2月20・21日

高岡本丸会館 2月27・28日

トナミショ yピングプラザ 3月6・7日

魚津サンプラザ 3月13・14日

・昭和57'581:手度
競争入札参加資格申講の案内
県が発注する物品の購入や製造、修繕な

どの指名競争入札に参加を希望される方は、

2月28日までに県庁会計課へ申請してくだ

さい。申請用紙は会計諜にあります。

・自動車の登録手続きについてお願い
自動車税は、毎年4月1日現在の登録事

項に基づいて諜税されることになっていま

すので、次の場合は必ず登録手続きを。

@廃車したい場合

陸連事務所で抹消登録をしてください。

抹消しないといつまでも課税されます。

@使用者を変更したい場合

陸連事務所で変更登録をしてください。

変更しないとそのまま課税されます。

・県営住宅の入居者募集
-募集する住宅、

〔新築〕藤木団地54戸(富山市)

〔既存住宅を広〈改善〕太閤山間地54?

(小杉町)、海老江団地 ・堀問団地5]5

(新湊市)

〔既存住宅〕空家が出た場合の補欠入居者

・募集期間 2月15日-27日

-申し込み、問い合わせ先 県庁建築住宅諜

(宮富山31-4111) 

・成人記念に “はたちの献血"を
毎年、冬場は献血される人が少くなるた

め、輸血用血液が不足しがちです。このた

め国や県、日本赤十字社では、成人された

若いみなさんに献血を呼びかけています。

みなさん、「愛の記念献血」をして心身とも

に健康なおとなの仲間入りをしてください。

-成人病予防週間
2月1日........2月7日

-覚せい剤・麻薬取締り強化月間
2月1日.......2月初日

-省エネルギー月間
2月1日........2月28日

1月68
~各地で出初め式
この日、県内の各市町村で消防出

初め式が行われ、火災防止を訴えま

した。

富山市では午前9時30分から平和

通りで、消防署、消防固などから、

L678人が参加して行われ、中沖知事

らが見守る中、分列行進やはしご乗

りが繰りひろげられました。

4月ア巴
~“とやまの観光100選"決定
県では、内外から広く募集してい

た「とやまの観光 100選」の結果を

まとめました。

これによりますと、立山黒部アル

ペンルート 、砺j皮チューリップフェ

ア、五箇山など、 全体として県内の

名所、行事、味覚などがほとんど網

らされており、今まであまり名の知

られていないものにも投票がありま

した。

2
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4月13日
~根室の少女らが来富
北方領土問題の正しい理解と認識

の高揚を図ろうと、北海道根室市の

「北方少年少女派遺団」が来県し、

県庁を訪れました。

一行は伊藤記子さんら 中学生3人

と引率の河原恨室青年会議所理事長

ら合わせて 7人で、出迎えた森丘出

納長と約30分間懇談しました。

4 月5日~31 白
星電「私たちの壁画展」開幕

県内26校の小 ・中学生たちの力作
を一堂に展示する「私たちの壁画展」

が、県立近代美術館で閉幕しました。

この壁画展は、子供たちが美術へ

の親しみを深め、創造の喜びを味わ

えるようにと企画したもので、作品

は殆ど大型で、中にはタテ 2 .4~;';、ヨ

コ 5.4~;'; に及ぶものもあり、鑑賞に訪

れた人々のあいだからは、感嘆の声

がしきりでした。

T月5白
星電豪州青年友好団が来県

日本 ・オーストラリア両国の親善

を図るオーストラリア青年友好団の

一行14人が富山県入りし、エリック ・

ヒース同長ら 6人の代表が県庁を訪

れました。この訪問には森丘出納長

らが応対し、歓談後、高岡名産のか

ぶとを贈りました。

一行は8日まで県内に滞在し、 一

般家庭に泊まりながら各種施設を視

l察しました。

12月21日
麗総合雪対策研究会が

中間報告

56年豪雪の教訓を踏まえ、 雪の克
服 ・活用を調査研究する「富山県総

合雪対策研究会議」は、 雪に強い県

土づくりのための施策をまとめ、 lド

沖知事に中間報告しました。

この報告書では、「現代社会で雪は

災害I総合雪対策の成果は、真に活
気ある富山県の創造である」などの

趣旨から、国、県、市町村、地域社

会そして住民がそれぞれの役割を円

覚し、総力を挙げて取り組む必要性

などを雪対策の基本としています。

12月30日
麗流域下水道用地買収で調印

小矢部川流域下水道・浄化センタ

ー建設用地などの買収交渉が29日成

立し、この日、県議会第 1委H会室
で調印式が行われました。

尖:i歩がIJ.文立したのは、浄化セ ンタ
ー用地 (21.7ヘ クタール)のうち工

場敷地を除く 11.1ヘクタールと、隣

接の文教用地15.1ヘクタールで、県

では昭和62年度の一部運転開始を目

標に、地質調査、実施設計を急ぐこ

とにしています。

12月29日
嵐重要要望事項、41件が予算化

県では、重要要望事項として41件

の予算化を国に対して働きかけてき

ましたが、これら の項目全てが政府

予算案に盛り込まれることが確実あ

るいは有望になりました。

予算化が確実とな ったのは北陸新

幹線の建設促進、富山空港の整備事

業の促進など18件で、また県営総合
体育セ ンターの建設など23件が有胡

とな っています。
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12月16白
星電富山県が大豆反収全国 1位
この日、農林水産省が発表した56

年産大豆の収穫量、作柄によります

と、県別作況で富山県は指数122、反
収(10アール当りの収量)201キロとな

り、全国 1位を記録しました。富山

県が反収全国 1位にな ったのは初め

てで、2位は山口県の188キ口、 3位は

山形県の186キロとな っています0

12月21日
麗大長谷第3発電所が完成
井田川上流の大長谷川で建設を進

めていた県営「大長谷第 3発電所」

が完成しました。

県営として11番目の同発電所は、

最大出力 8千キロ7yo上流にある砂防、

電気事業併用の猿越ダムから導水管

を使って水を引く「流れ込み方式」

による発電を行うものです。
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広報課てるは、県民のみなさんと県斤との大切なパイプ役として、こ の月刊誌「県広報とやま」
のほかテレビ、新聞などを通じて県の事業の紹介や生活に欠かせない情報を提供しています。
また、県民相談室や県政ノ〈ス教室、知事と語るつどいなどを通じてみなさんのご意見や要望を
お聞きしています。福祉施設・学校紹介

放送日 アーマ(予定) 内 oチ合~ 

きょうは「北方領 北方領土からの引き揚げ者が北海道に

2. 7 土の日」
次いで多い富山県。「北方領土の日」を機 l

一県民会議発足一
会に、この問題をみなさんとー諸に考え l
ます。

2.14 頑張ってます/
婦人の地位向上をめざす婦人地域活動

婦人地域活動推進員
推進員。その活躍ぶりを カメラで追って
みました。

2.21 
あすを拓く 富山県の未来をきりひらこうと努力を
~シ リーズ~ 続けている人物や施設を紹介します。

2.28 知事に聞く ~予算 予算議会臨む、知事にその抱負を聞く 。議会を前にして~

毎週日曜日
午前8時~8時30分

KNB 1こんにちは富山で‘す」

2月7日は
北方領土の日
北方領土返還要求富山県大会
2月7日PM1時30分
中小企業研修センター

2月@
放送日 テ ーマ (予定) 内 タ.<圭ヨマ

数年前から北海道で市民の人気を集め

冬のハイキング
ている スキーのジョ ギング、「歩くスキー」

2. 7 の楽しみ方をプロスキーヤーでもある小~歩くスキー~ 泉レポーターが紹介します。(前月放送予
定を繰越) (レポータ一小泉皆也)

アンデパンダン展とは、もとはフラ ン
スにおいて宮廷サロ ンに対抗した一つの

2.14 
富山 ・ 美術運動です。
アン デパン ダン展 県内作家による、審査も授賞も行わな

い「集団個展」ともいえる美術展をレポ
ート (レポーター小泉哲也)

現代の教育や生活を問いなおし、 一子供
たちに健康な心と体を取り戻してもらお

2.21 ひ と びと 塾 うという、有機農業に携わる人、障害児
教育に尽 くしでいる人たちな どによるユ
ニーク な学習塾を紹介 (レポ初瀬部慎一

小学校の校長であ る飯田先生が、教育
2.28 飯田先生の教育相談 問題についてみなさんと一緒に考えます。

(レポーター飯田敏雄)

毎週日曜日
午前9時~9時30分

富山テレビ放送1110万人のひろ(;fJテレピ

ナ克
、、田J

奈野車* すタ!セ也 春福証施

3 設 |

。

更
生
指
導
、
児
童
、
授
産
、
医
務
の

五
つ
の
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
障
害

の
程
度
や
年
齢
に
応
じ
た
指
導
、
訓

金
を
つ
く
り
、
昭
和
四
十

一
年
に
完

成
し
た
精
神
薄
弱
者
(
児
)
総
合
福

祉
施
設
で
す
。

小
学
生
か
ら
六
十
歳
を
こ
え
る
お

年
寄
ま
で
が
生
活
し
て
い
る
セ
!
ナ

セ
ー
ナ

l
苑
は
、
精
神
薄
弱
者
(

児
)
の
親
た
ち
が
中
心
に
な

っ
て
基

練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
授
産
部
で
は
社
会
的
自
立

ー
苑
は
、
更
生
生
活
、

が
困
難
な
人
た
ち
が
生
産
活
動
に
従

企「コンビネーショントレーナー」を使った機能回復訓練

h
F

揮
産
部
で
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
自
立
し
た
生
活
の
場

が
確
保
拡
大
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

笹彊蓋E重E・
県政についてのご相談は....

県

高岡地方県民相談室
4・8・12・3月の4回は見開き 2ページを

富山市新総曲輪1-7(県庁内)
宮富山31-4111間
31-313l(県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総台庁舎内)
台高岡21-9411
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
宮魚津24-5311
砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
宮砺波3-5151

砺波地方県民相談室

24 

室
=申
員火相民

みんなの県政

毎月最終土曜日に、北日本、富山、読売、

北陸中日 の 4紙に掲載しています。 このうち、

魚津地方県民相談室

使 って掲載します。

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に 、北

日本、富山、読売、北陸中日は毎月第 2土曜

日に掲載しています。

V 運動会をはじめとした各種催しで、入苑生活は
変化に富んで楽しみの多いものになっている。

事
し
、
働
き
に
応
じ

て
賃
金
を
得
ら
れ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
社
会
へ
の
参
加
な

ど
可
能
な
か
ぎ
り
白

立
し
た
生
活
の
場
が

確
保
、
拡
大
さ
れ
る

よ
う
に
指
導
し
て
い

ま
す
。三
百
五
十
人
近
い

入
苑
者
た
ち
は
、
熱

心
な
指
導
員
や
看
護

婦
に
固
ま
れ
な
が
ら
、

障
害
を
少
し
で
も
克

服
し
よ
う
と
訓
練
に

励
ん
で

い
ま
す
。

県からのお知らせ

hv
や
さ
し
く
、
と
き
に
は
き
び
し
い
指
導
員

に
固
ま
れ
て
、
入
苑
者
の
表
情
も
明
る
い
。
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四島合計 4，996krn' 

愛知県とほぼ同じ大きさ

国
民
の
総
意
で
戻
そ
う
北
方
領
土

一
一
月
七
日
は
「北
方
領
土
の
日
」

北
方
領
土
は
日
本
国
有
の
領
土
で
、
そ
の
早
期
返

還
は
、
い
ま
や
全
国
民
の
悲
願
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

政
府
も
二
月
七
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
と
定
め
、

北
方
領
土
問
題
が
、
日
ソ
聞
の
未
解
決
な
問
題
と
し

て
今
な
お
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
国
際
的
に
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

」
の
よ
う
に
運
動
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
な
か
、

北
方
領
土
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
が
北
海
道
に
次
い
で

多
い
富
山
県
で
は
、
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
富
山

県
推
進
委
員
、
宮
腰
光
寛
氏
(
黒
部
市
)
ら
の
発
起

に
よ

っ
て、

一
月
二
十
日
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
富
山
県
民
会
議
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

北方領土からの都道府県別引揚者数
(S .41.12) 

国後島
1，500krn' 

沖縄本島よ り大きい ιコ多楽島

歯舞群島
パ
ツ
川
、
¥

志発島

富山市新総曲輪1の7宮 31-3131(県民電話)〒930・印刷(船チューヱツ富山県知事公室広報諜

北海道

.県広報とやま 昭和57年 2月号Yo.157 5.000部 ・企画発行


